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多糖類ナノクリスタルを用いた綿布への機能性（消臭性）付与
東京家政大学家政学部 教授 濱田仁美

概要：多糖類ナノクリスタルを利用したリサイクル可能な天然繊維布への機能性
（消臭性など）の付与

従来技術と問題点：セルロースを化学修飾することにより機能性（消臭性など）
を付与できることは知られていたが、風合いの低下や繰り返しの使用ができない
ことが課題だった。
本研究成果の優位性：化学修飾した多糖類ナノクリスタルを綿布に塗布すること
で風合いを保持した状態で機能性（消臭性など）を付与することができた。さら
に、洗濯によって悪臭物質ごと脱離することができ、再塗布で機能性が復活した。
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